
 

 
 

 

日常的な端末（クロムブック）の持ち帰りについて 

長期休業期間中にのみ家庭に持ち帰っていた端末ですが， 

今後、日常的に家庭への持ち帰りを行い、家庭学習の一環 

として活用していきますので，以下の点についてご理解ご 

協力をお願いします。 

 

〇端末は，教育委員会で用意し，学習のために児童に貸与 

しているものですので，目的外の使用はやめてください。 

〇不注意による破損等が無いように、ご家庭でもご指導をお願いします。 

〇持ち帰りにあたって、専用の収納袋を学級費で購入しましたので、ご了承くださ 

い。卒業まで使用しますので、紛失や破損の無いよう大切に使ってください。 

 〇学校で充電をした上で持ち帰りますので、当面充電ケーブルは持ち帰りません。 

使用しない時は，閉じておく等バッテリーの節約を心掛けてください。 

 〇端末は必ずランドセルに入れて持ち運びしてください。 

 〇持ち帰り日は、基本的に水曜日とします。（児童の実態に応じて変更もあり得ます。） 

 〇持ち帰り開始時期は，３年生以上は６月中旬ごろからです。低学年は２学期以降 

になる予定です。 

 〇過去に家庭に持ち帰った際，兄弟姉妹間で入れ替わってしまうケースがありまし 

た。端末と使用児童は紐づけられていますので、入れ替わらないようご注意くだ 

さい。 

 〇課題は、次のような内容を基本としますが，子どもたちの様子を見ながら変更する

場合もあります。 

 

３

年 

ドリルパーク  

タイピング練習 

音読音声の動画撮影 

４

年 

音読音声の動画撮影 

リコーダー・鍵盤ハーモニカの練習

動画撮影 等 

５

年 

ドリルパーク タイピング練習 

音読音声の動画撮影  

道徳の予習（自分の考えの入力）等 

６

年 

ドリルパーク 

タイピング練習  等 

 
※6月 13日（月）・14日（火）の懇談会でも各担任より説明させていただきます。 

※6月 29日（水）は，教育委員会によるメンテナンスのため持ち帰りは行いません。 

学校教育目標「わかる授業！友だちいっぱい！今日も来てよかったと思える白子小学校」 

学 校 だ よ り 
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◆教育を語る会（6月 13日・14日）に是非ご参加を！ 
 

 

 

授業参観（13：20～14：05）・懇談会（14：15～14：35）の後に，教育を語る会（14：

35～15：25）を行います。社会全体で急速に「リモート」での活動が増え，対面での

活動が難しい場面において，こういった情報ネットワークの利便性を感じます。しか

し、一方で、ネットゲームへの過度な依存による影響も心配されます。今後，家庭・

学校が連携して子どもの指導にあたっていくために、保護者の皆様にもこういったこ

とに関心をもっていただければと思い、上記のテーマを設定させていただきました。 

昨年度も「情報化社会」をテーマに教育を語る会を開催しましたが，終了後のアン

ケートには参加された保護者の方から，建設的なご意見をたくさん寄せていただきま

した。今回も是非，多くの方のご参加をお待ちしております。よろしくお願いします。 

 

◆令和 4年度第 1回みえスタディチェックの実施 
 5年生は 5月 24日（火）に，国語・算数・理科の 

3教科，4年生は 5月 27日（金）に国語算数の 2教科 

を行いました。 

 今回も，一部記述式の問題以外は，昨年度第 2回みえ 

SC（5年生対象）より導入されました CBT化（※）での 

実施です。 

4年・5年の二学年分の採点とシステムへの結果入力を 

全教員で分担して行いました。今後，結果の分析を行い， 

授業改善の取組につなげていきます。 

※CBT：児童が学習端末を用いて解答する調査方法。 

 

◆各学年の様子から【1年生】 

～6月 8日 ボランティア（ブックック）さんによる絵本の読み聞かせ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

普段は，なかなか集中するのが難しい１年生ですが，時折，くすっとかわいい笑い声

をあげ，じ～っとスクリーンの絵を見て，読み聞かせに聞き入っていました。 

 ブックックの皆様，ありがとうございました。 

テーマ  「ネットゲーム依存による児童の心身への影響」 

       鈴鹿市教育委員会事務局教育支援課  副主幹 天野良平 さん 

 ブックックさんによる読み聞かせを再開しま

した。これまでは，絵本の挿絵を直接，子ども

たちの方に向けて行っていましたが，ICT 機器

が整備されましたので，書画カメラを使ってス

クリーンに大きく写しながら，読んでいただき

ました。以前のような形も良かったですが，こ

のような方法にすることで，自分の席からでも

挿絵が見やすくなりました。 


